
6 掴岡市の教育についての基本的脅え方と取組の方向

「福岡市の教育改革がめざす姿jを実現するために、以下の五つの墓本的考え方を、吾どもをは

ぐくむ各主体が共育し、学校現場と教育委員会事務局が一体となって具体的な施策を実行し、福

岡市らしい教育を創造していきます。

[墨本的考え方 1 ] たくましく生きる子どもの育成

取組の方向:教育の連携と充実

[墨本的考え方 2] 信頼される掌枝づくりの推進

取組の方向:組健体制の充実と魅力ある掌枝づくり

[墨本的考え方 3] 信頼に応え得る教員の養成

取組の方向:教員の資質や指導力の向上

[基本的考え方 4] 社会全体での子どもたちの育成

取組の方向:家庭教育支援と就学前教育の展開、地場・企麓等における子育て支揮の推進

[星本的考え方 5] 教育環境づくりの推進

取組の方向:教育聾員会事務局の学校、家庭等への支彊力の強化

[畢本的考え方 1 ] たくましく生きる子どもの育成

取組の方向:教育の連揖と充実

子どもたちは、一人ひとりがこれからの祉会を支え創造する大切な存在です。子ど

もたちが社会を支える市民となるために、あいさつ、掃除にはじまる基本的生活習慣

や、基礎・基本の学力、コミュニケーション能力、規範意識、そして物事に元気に取り組

むことができる意欲や体力を、発達隠階に応じてしっかりはぐくんでいきます。

or福岡市小中連携教育指針Jを策定するなど、小・中・特別麦援掌校闘での連携教育を積極的
に進めるとともに、幼稚園・保育所、高等掌校との連携、教育委員会の枠を超えた他の吾ども

施策との連携や、民間企業等と連携した教育を進めていきます。

0 ここ福岡の地は、古来、東アジアの交流都市として人々が往来し成長してきた街です。地域
の歴史を掌ぴ、視野を広め、人と理解しあえる言葉を磨き、共生社会を創る人聞をはぐくみま

す。

0 ミ子どもたちの体力の低下は、学習意欲や難しいことに取り組む意欲、新しいことにチャレ
ンジする意欲の低下につながることも懸念されるため、健やかな体をはぐくむ取り組みを進

めます。

0 社会は多様な人々によって成り立っています。その人々が、しっかり手を携えてこそ魅力
ある祉会が形成されます。自らを成長させながらも、他者を差別し排隙するのではなく、お互

いを尊重し合うI~\を育てる人権教育を進め、 I自分を大切にするとともに、他の人を大切にす

ることができるミ子どもJをはぐくみます。
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0 予どもたちは、それぞれが置かれた状況や成長の段階で、様々な課題に直面し、それを乗り
越えて成長していきます。支援を必要とする予ともについては、学校だけではなく社会全体

で守り育てていく乙とが必要となっています。

また、吾どもが生活する環境やメディア環境等の健全化に向けた取り組みも進める必要が

あります。

0 近年の家庭や社会の変化は、吾どもの生活習慣の乱れや規範意識、自尊感情の低下をもた
らしています。虐待や放任は、予どもがよりよく生きる権利を否定するものであり、関係機関

との連携による対策を進めます。また、「全国学力・掌習状況調査jの結果においても、I就学援
闘を受けている児童生徒の割合が高い掌校の方が、その割合が低い掌枝よりも平均正筈率が

低い傾向が見られるJとの分析がなされており、家庭の所得格差と掌刀には相聞が認められ、
固定化が危慎されています。このため、経済的理由により、児童生徒が就掌する機会を損なう

ことがないよう、就掌援聞や奨学金等の経済的麦援制度の周知はもちろんのこと、一人ひと

りの状況に応じたきめ細かな教育を行っていきます。

0 不登枝、非行、不良行為、いじめ等、吾どもの問題行動は、ミ子ども自身に起因するものだけで
はなく、家庭生活や掌校生活に起因するものも多く、医学的な対応が必要となる場合も見受け

られます。学校は、ミ子どもやその家庭の状況を踏まえ、継続したきめ細かな対応を行い、申掌侵

入学後に授業についていけなくなったり、不登校や問題行動が増えたりする、いわゆる「中1
ギャップjをはじめとした課題解決に取り組んでいきます。

0 特別支援教育は、分離教育・統合教育ではなく包括的教青を理念としています。理念を実現
するために、保護者の理解を得ながら、特別支援掌枝、特別麦握学級そして通常掌級の役割分

担の明確化と連携強fじなどの責任ある対応を行います。

また、特別支援教育を必要とする吾どもたちが、環境により適応し、潜在能力を発揮できる

よう支援体制等について民間との連携も重め、組織的な対応を進めていきます。

[基本的考え方 2] 信頼される学校づくりの推進

取組の方向:組織体制の充実と魅力ある掌枝づくり

校長を中心とした組織的・協働的な学校経曽を推進し、学校の組織力の強化に取り

組むとともに、地域と連携し、聞かれた、信頼される学校づくりを進めます。

0 教育は、掌伎だけで行えるものではなく、家庭と掌伎を両輪とし、地域の麦援を受けながら
行われるものです。このため、掌枝は、家庭や地域からの信頼を得て、連携を密にして教育活

動を進めていきます。

。学校が、家庭や地域から信頼されるために、学校が置かれている状況や学校の教育目標、掌
校評価の結果等を積極的に発信することにより、保護者や地域の方々との共通理解を得るよ

う取り組んでいきます。
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0 学校それぞれが抱える課題は、その背景となるものが異なるため、学校が自主性、自律性を
もって対応することが必要です。このため、学校組織の長である校長のリーダーシッブの下、

掌校全体で課題や目標を共育しながら、教職員一人ひとりがその持てる力を発揮し、組織的・

協働的に各学校が抱える教育課題に取り組むことができるよう、学校の組織力の強化に向け

た取り組みを進めます。

[基本的考え方 3] 信頼に応え得る教員の養成

取組の方向:教且の宣置や指導力の陶上

確かな力量と豊かな人間性を備え、使命感を持って子どもたちを導くことができる

教員の確保と指導力の向上を進めます。

0 学校現場でミ子どもたちと直接向き合うのは教員であり、よりよい教育を行っていくために
は吾どもや保護者から信頼される教員の存在が不可欠です。教員の大量退聴を控え、優秀な

人材確保のために、即戦力となる教職経験者や、民間企業等の経験者の採用等を行います。採

用試験にあたっては、試験の透明性を確保しつつ、より人物重視の採用を行っていきます。

0 教員に求められる資質には、教擾法や教青山理学などの専門的知識・技能のみならず、吾ど
もたちに愛情を持って接し、指導していく情熱や使命感、そして、豊かな人間性や社会性など、

多岐にわたります。このため、教員のライフステージに合わせた専門研修や企業への派遣研修

の実施、教員の自己研績を支援する取り組みを通して、教員の資質向上を図ります。

[基本的考え方 4] 社会全体での子どもたちの育成

取組の方向:家庭教育支撞と韓掌前教育の毘聞、地埠・企業等における子育て支撞の推進

子どもたちは学校だけで学ぷのではなく、家庭や地域での生活の申で、様々な体験

を通し、様々な人と関わり合いながら学んでいきます。子どもたちは将来の地域や祉

会を支える存在でもあります。このため、学校、家庭、地揚・企業等が連揖し協力しあい

ながら子どもたちをはぐくんでいく取り組みを進めます。

0 家庭は教育の出発点であり、吾どもが基本的生活習慣や規範意識を身につける揚です。し
かしながら、核家族化や地域とのつながりの希薄化により、ミ子育ての経験や知識を継承する

ことが難しくなってきています。

このため、家庭教育に関する学習情報の提供や相談体制の充実を図っていくとともに、関

連部門との連携により、就学前のミ子どもの保護者等への啓発を進めます。

o ~子どもの安全を確保するために、掌校狙自のI危機管理マ三ユアルJ に基づいた安全対策を

行うとともに、学校と家庭、地域の団体や関係機関が連携し、社会全体で吾どもの安全を見守

り、ミ子どもたちをはぐくむ意識を醸成します。
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また、インターネット上の青書な情報からミ子どもたちを守るために、情報モラル教育などを

実施しリスクマネジメント(危機管理)に取り組みます。

0 地域や企業は、ミ子どもを守り、はぐくむということでは、家庭や学校のパートナーです。rrい
ーな』ふくおか・吾ども週間J(毎月1......7日の少なくとも1日は、個人や企業(職場)、地域等
で吾どものためにできることに取り組み、社会全体で吾どもをパックアップする)などの取り

組みをはじめとして、掌枝、家庭、地域・企業等が今後一層連携を進め、協力しあい芯がら吾ど

もをはぐくんでいく取り組みを進めていきます。

[基本的考え方 5] 教育環境づくりの推進

取組の方向:教育委員会事務局の掌枝、家庭等への支援力の強化

教育委員会事務局は、それぞれの学校が主体性を持ち、充実した教育を行うことがで

きるよう、人材育成やシステム構築に努めるなど、学校が行う教育活動の支援や家庭へ

の啓発を進めます。また、教育効果が十分発揮できるよう施盤整備等を行います。

0 教育委員会事務局は、掌校が抱える課題に柔軟に対応し、掌校を麦援することができるよ
う組織体制の整備を行うとともに、教育や吾どもに関するデータ分析や最新の科掌的知見の

活用による時代の要請に応じた施策を立案し、教育の充実を図ります。

0 事業の透明他や効率化を進め、既寄事業の検証、見直し等を行い教育投資の効果的配分に
取り組むとともに、教員がよりラどもと向き合う乙とができる環境づくり、教職員の多忙感

の軽減についても掌校と一体となって取り組んでいきます。

0 少吾化により吾どもの数が減少する一方、都市の成長に伴い局地的には吾どもの数が急増
している地域もあり、市内において学校規模のアンバランスが生じています。教育効果が十

分に発揮できる規模の学校づくりをめざし、地域の理解と協力を得ながら、学校規模の適正

化を進めます。

0 学校(正予どもたちが一日の大半を過ごす場所です。ラどもたちが安IC¥して掌習できるよう
学校施設の耐震化については、早急に取り組んでいきます。

また、本市の掌校施設は昭和40年代から50年代に全体の約4分の3が建設されており、改

修等が必要となっています。効果的な教育投資を図るためにも、アセットマネジメントの手

法を取り入れた大規模改修や改築を計画的に進めていきます。

0 学校は、吾どもたちを保護者や地域と「共Jに「育Jむ揚です。そこで、保護者や地域等の利用
を考慮した施設整備を進めていきます。
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